
主担当 現状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備考

教務課   【成果指標】

各教科

各学年

Ａ　９０％以上である

Ｂ　８５％以上である

Ｃ　８０％以上である

Ｄ　８０％未満である

ＳＳＨ   【成果指標】

各教科

各学年

教務課 Ａ　８０％以上である

Ｂ　７０％以上である

Ｃ　６０％以上である

Ｄ　６０％未満である

ＳＳＨ   【成果指標】

進路指導課

各教科

各学年

Ａ　７０％以上である

Ｂ　６０％以上である

Ｃ　５０％以上である

Ｄ　５０％未満である

ＳＳＨ 　 【成果指標】

進路指導課

各教科 Ａ　９０％以上である

各学年 Ｂ　８０％以上である

Ｃ　７０％以上である

Ｄ　７０％未満である

教務課 　【努力指標】

各教科

Ａ　９０％以上である

Ｂ　８０％以上である

Ｃ　７０％以上である

Ｄ　７０％未満である

令和６年度　学校評価（自己評価）計画書

⑤ 研究授業等を通して、教員自らが
教科指導力を高め、授業の質的向
上を図る。

多くの教員がＩＣＴ機器を活用
し、アクティブ・ラーニングの手
法で授業を行うようになってきて
いるが、一人一台端末
（ChromeBook）を活用してのアク
ティブラーニングまで応用できて
いるかについてはこれからであ
る。

アクティブ・ラーニングの手法を取り入れた
り、ＩＣＴ機器の活用を工夫することで、自
らの授業を改善することができたと自己評価
する教員の割合が

Ｄの場合、改善策を
検討する。

７月・１２月に調査する。
（教員アンケート）教員が、アクティブ・ラーニ

ングの手法を取り入れたり、
ＩＣＴ機器の活用を工夫する
ことで、自らの授業を改善し
ている。

④ 課題研究を通じて、生徒に主体
的・協働的に課題を解決すること
ができる探究力をつけさせる。

全校で課題研究を実施している
が、２年生、３年生の文系では、
理数科や普通科理系と比較して、
課題研究を通じて探究力がついた
と考える生徒の割合が低い。

２年生、３年生の文系において、課題研究を
通して探究力がついたと考える生徒が

Ｄの場合は改善策を
検討する。

ポートフォリオを通して随時検
討するとともに、年度末に調査
を行う。

２年生、３年生の文系生徒
が、課題研究を通して探究力
をつけている。

Ｄの場合、改善策を
検討する。

７月・１２月に調査する。
（生徒アンケート）生徒が主体的に学習する習慣

を身につけている。

② オンラインでの学習環境を有効に
活用し、「探究力」育成に重点を
おいた授業を展開する。その際、
生徒に対してオンライン学習の意
図について十分な説明を行う。

「探究力」育成のために,生徒一人
一台端末が効果的に活用されてい
るかどうかについて検証できてい
ない。

授業において、「探究力」を身につけるため
にオンライン学習を有効に活用することがで
きたと考える生徒の割合が

Ｄの場合は改善策を
検討する。

年度末等に調査する。
(生徒アンケート）授業において、「探究力」を

身につけるためにオンライン
学習を有効に活用することが
できている。

石川県立小松高等学校

重点目標 具体的取組

１ 学びのある学校

・学習習慣の確立に向けた指導
や学力層・個に応じた学習指導
により、上級学校進学のための
学力を保障をする。

・授業において、GIGAスクール
構想を踏まえ一人一台端末の効
果的な活用や主体的、対話的で
深い学びの視点からの授業改善
に努め、思考力・表現力やコ
ミュニケーション能力の伸長を
図る。また、課題を発見し、主
体的・協働的に考え、課題を解
決することができる探究力を育
成する。

・相互授業参観や研究授業の実
施、各種研究会への参加など、
研修・研究に積極的に取り組
み、教職員の授業力の向上を目
指す。

① 予習を中心とする主体的な学びの
サイクルを身につけさせるととも
に、基礎力の定着及び応用力・活
用力等の育成を図る。

例年、１・２年生は学習に対し
て、他者依存的な傾向のある生徒
が少なくない。また、生徒間の学
力の幅も小さくない。

予習を重視することにより、主体的に深く考
えて学習する習慣が身についていると自己評
価する生徒の割合が全体の

③ 生徒の具体的活動を評価するパ
フォーマンス評価をさらに充実さ
せ、学校設定科目や課題研究にお
ける探究活動でルーブリックを作
成し、それを用いた評価を行う。
生徒が自身のフィードバックに有
効に活用できるように改善すると
ともに、ルーブリックの評価内容
を生かせるよう、具体的な活用方
法を生徒へ提示する。

「課題研究発表会」でルーブリッ
クによる評価を行っているが、
ルーブリックが自身のフィード
バックに「やや有効に活用され
た」と考える生徒が多く、「有効
に活用された」と考える生徒は少
ない。

「課題研究発表会」において、ルーブリック
が自身のフィードバックに「有効に活用され
た」(「有効だった」の回答のみ）と考える生
徒の割合が

Ｄの場合は改善策を
検討する。

各行事後に調査し、年度末に集
計する。
(生徒アンケート）

「課題研究発表会」における
ルーブリックによる評価を、
生徒が自身のフィードバック
に有効に活用できている。
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石川県立小松高等学校

重点目標 具体的取組

進路指導課 　【成果指標】

教務課

各学年 Ａ　１６０人（５０％）以上である

ＳＳＨ Ｂ　１４４人（４５％）以上である

Ｃ　１２８人（４０％）以上である

Ｄ　１２８人（４０％）未満である

　 【成果指標】

Ａ　７０人以上である

Ｂ　６０人以上である

Ｃ  ５０人以上である

Ｄ  ５０人未満である

生徒指導課 　【成果指標】

Ａ　９５％以上である

Ｂ　９０％以上である

Ｃ　８０％以上である

Ｄ　８０％未満である

生徒指導課 　【成果指標】

教育相談室

各学年 Ａ　９５％以上である

Ｂ　９０％以上である

Ｃ　８０％以上である

Ｄ　８０％未満である

生徒会課 　 【成果指標】
部同好会顧問

Ａ　６５％以上である

Ｂ　５０％以上である

Ｃ　４０％以上である

Ｄ　４０％未満である

保健環境課 　【成果指標】

Ａ　９５％以上である

Ｂ　９０％以上である

Ｃ　８５％以上である

Ｄ　８５％未満である

図書室 　 【成果指標】 年２回（春・秋）不読率の平均が

各教科 Ａ　50％未満である

各学年 Ｂ　60％未満である

Ｃ　70％未満である

Ｄ　70％以上である

保健体育科 　 【成果指標】

各学年

Ａ　８０％以上である

Ｂ　７０％以上である

Ｃ　６０％以上である

Ｄ　６０％未満である

⑦ 体育の授業を通じて、体力向上の
大切さを理解させ、筋力・走力
と、体力の源である持久力アップ
のための取組を行う。
春(4,5月)と秋(10月)に持久走を測
定し、タイムを比較する。

運動量の二極化により、運動習慣
のない生徒が増えている。
学年間でも取り組みに差がみられ
る。

走力（持久力）の記録が、春より秋に向上し
た生徒の割合が

Ｄの場合、改善策を
検討する。

秋の計測終了後、１２月に集計
を行う。生徒の走力（持久力）が向上

している。

⑥ 教科・学年および図書委員会と連
携し、生徒の図書室利用を促進す
る。また、読書への関心を高め、
知的好奇心の喚起に努めること
で、総貸出冊数を増加させる。

近年の生徒の読書離れとともに、
利用者・貸出冊数ともに減少が続
き、不読率も非常に高いものがあ
る。生徒が気軽に立ち寄れる図書
室を目指し、図書展示の工夫や、
生徒が魅力を感じるようなイベン
ト企画に取り組んでいる。

Ｄの場合、改善策を
検討する。

年２回（春・秋）集計を行う。

不読率が改善している。

⑤ 日々の清掃に加え、各学期ごとに
大掃除や環境美化週間を設けて、
校内美化を促進する。また、教
室、廊下のゴミ箱を撤去し、ゴミ
の持ち帰りを推進し、節電、節水
も、環境美化ポイントの指標に入
れる。

校舎内の清掃がしっかり行われて
いると感じる生徒の割合は高い。
環境美化意識を向上させるため
に、日々の清掃に加え、大掃除、
環境美化週間を設定して取り組ん
でいる。感染症対策、ごみの減量
化として教室、廊下にゴミ箱を置
かず、ゴミの持ち帰りにも取り組
んでいる。

環境美化意識を持って行動している生徒の割
合が、

Ｄの場合、改善策を
検討する。

１２月に実施する。
（生徒学校評価アンケート）生徒の環境美化意識が高まっ

ている。

Ｄの場合、改善策を
検討する。

１２月に実施する。
（保護者学校評価アンケート）服装や挨拶などの生活指導が

適切に行われている。

③ いじめが起きにくい、いじめを許
さない環境を維持するため、すべ
ての生徒が安心でき、充実感を
もって「みんなで何かをするのは
楽しい」と考えながら学校生活を
送るために、教育相談室等と連携
を図る。

「みんなで何かをするのは楽し
い」と考える生徒の割合は高い
が、否定的な回答をする生徒も一
定割合存在する。生徒の生活状況
を把握しながら、いじめを許さな
い環境づくりに努めていかなけれ
ばならない。

みんなで何かをするのは楽しいと考える生徒
の割合が

Ｄの場合、改善策を
検討する。

１２月に実施する。
（生徒学校評価アンケート）いじめが起きにくい、いじめ

を許さない環境を維持するた
め、生徒が「みんなで何かを
するのは楽しい」と感じなが
ら学校生活を送っている。

Ｄの場合、改善策を
検討する。

９月・２月の第２学年進路志望
調査結果による。生徒が、難関１０大学や国公

立大学医学科等の高い進路目
標を設定している。

難関１０大学と国公立大学医学科の合格者数
の合計（現役生と過年度生の合計）が

Ｄの場合、改善策を
検討する。

年度末の大学入試結果による。

難関１０大学と医学科の合格
者数が多い。

２ 個性が輝く学校

・学習指導と進路指導の連携が
取れ、３年間を見通した指導体
制のもと、生徒に高い志を持た
せ、一人一人の進路実現を図
る。その際、低学年からのキャ
リア教育を充実させ、学ぶ意欲
や進路意識の高揚を図る。

　
　

・「文武両道」「自主自律」の
精神のもと、学習活動のみなら
ず部活動や学校行事、生徒会活
動の充実を図り、豊かな人間性
と社会性を育む。

① 第１学年より意欲的・主体的に取
り組む生徒の育成を図り、個に応
じた高い進路目標の設定を支援す
る。キャリア教育や進路選択に関
する情報発信やしかけを充実さ
せ、高い進路志望の実現を応援す
る。第１志望を貫く精神と意識の
涵養を図り、進路目標の実現に向
けて、学年会・教務課・進路指導
課・ＳＳＨ推進室が連携した効果
的な指導により学力を養成する。

入学する生徒の学力幅がより広く
なり、第１学年において高い進路
目標を設定する生徒が少なくなる
傾向が強くなってきている。ま
た、進路志望を貫くことができ
ず、途中で科目を絞り、現役合格
できる大学への受験へと安易に切
り替える生徒が増えてきている。
多様化・複雑化する大学入試に対
応するため、進路指導に関する研
究を深め、情報発信の在り方を見
直す必要がある。さらに、学年
会・教務課・進路指導課・ＳＳＨ
推進室・生徒会などとの連携強化
が課題である。

難関１０大学と国公立大学医学科を志望する
生徒数（第２学年）の合計が

② 端正で品位ある服装容儀や挨拶の
大切さを理解し、規律ある学校生
活を送ることができるよう指導す
る。

生徒が端正な服装容儀や挨拶をし
ていると考える保護者の割合が、
目標値よりも低い。

生徒の服装・挨拶などの生活指導が適切であ
ると考える保護者の割合が

④ 挨拶運動や部活動運営委員会、部
顧問会議等を通じて、生徒の部活
動における活動規則の遵守や挨拶
の励行、部室清掃の徹底を図る。
また、自己肯定感を向上させる取
組や、学年に応じた指導を、教職
員全体で行う。

「部活動と学業の両立ができたと
感じている」に関しては職員と生
徒の肯定感の割合いずれも前年比
10％増であった。ものごとを継続
していく上で大切な覚悟を養い、
人間力の向上につなげたい。

部活動が人間力の向上(学業との両立、挨拶な
ど)につながったと考える生徒の割合が

Ｄの場合、改善策を
検討する。

１２月に実施する。
（生徒学校評価アンケート）生徒が、部活動を通して人間

力を向上させている。
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石川県立小松高等学校

重点目標 具体的取組

総務課 　【満足度指標】

教務課

Ａ　９５％以上である

Ｂ　９０％以上である

Ｃ　８５％以上である

Ｄ　８５％未満である

生徒会課 　 【成果指標】
部同好会顧問

Ａ　９０％以上である

Ｂ　８０％以上である

Ｃ　７０％以上である

Ｄ　７０％未満である

① 副校長 　 【満足度指標】

Ａ　７０％以上である

Ｂ　６０％以上である

Ｃ　５０％以上である

Ｄ　５０％未満である

② 教頭 　 【努力指標】 時間外勤務が80時間を超える教職員の割合が

Ａ　　５％未満である

Ｂ　　９％未満である

Ｃ　１３％未満である

Ｄ　１３％以上である

月２回の定時退校日、部活動の休
養日等を設定し、さらに業務遂行
の効率化を進める。

昨年度は、時間外勤務が80時間を
超える教員の割合が８％程度で
あった。

Ｄの場合、改善策を
検討する。

勤務時間調査による。

時間外勤務が80時間を超える
教職員がいない。

教職員の働き方改善 教育的効果を考慮しつつ、行事・
業務の整理を行うとともに、業務
の平準化を進める。

Ｄの場合、改善策を
検討する。

１２月に実施する。
（保護者学校評価アンケート）保護者が、学校は「開かれた

学校づくりに積極的に取り組
んでいる」と考えている。

② 部・同好会活動が、各々の特性や
得意な分野を活かすなど、地域等
のボランティア活動に年間最低１
回は参加する。

昨年度は、ほとんどの部・同好会
活動が、各々の特性や得意な分野
を活かすなど、地域等のボラン
ティア活動に年間最低１回は参加
していた。

ボランティア活動に参加した部・同好会活動
の数が全体の

Ｄの場合、改善策を
検討する。

１月に調査する。
（アンケート形式）部・同好会単位で、地域等の

ボランティア活動に参加した
り、校内での今後の地域貢献
について考える機会を持つ。

３ 地域から信頼される学校

・学校公開やホームページ等を
通じて本校の教育活動を積極的
に情報発信し、保護者や地域か
ら信頼される「開かれた学校づ
くり」を推進する。

・地域でのボランティア活動を
推進するとともに、異校種間の
連携を密にし、南加賀地区の基
幹校としての自覚ある学校運営
に努める。

① 主な学校行事や特色ある教育活動
等について、生徒・保護者・地域
から求められる情報を、ホーム
ページやＰＴＡ活動等を通じて発
信する。

保護者の本校教育活動に対する関
心は非常に高く、ニーズも多様で
ある。各課・室・学年・部同好会
が協力し、保護者のニーズに的確
に応えられるように、ホームペー
ジの更新やＰＴＡ活動等において
情報発信に努めている。

学校は開かれた学校づくりに積極的に取り組
んでいると考える保護者の割合が

・各自がワーク・ライフ・バラ
ンスやタイムマネジメントを意
識して業務や部活動の効率化を
進め、時間外勤務時間の縮減に
努める。

４ 年間を通して多様な行事･取組・業
務が錯綜している。 教職員が「行事や業務の整

理･統合・精選」により、校
務の効率化が図られたと考え
ている。

行事･業務の整理･統合･精選により、校務の効
率化が図られたと考える教職員の割合が

Ｄの場合、改善策を
検討する。

７月・１２月に調査する。
（教員アンケート）


